
　平成２７年は、松江城天守の国宝化と尾道松江線(中国やまなみ街道)の

全線開通が最大のニュースとなりました。平成２８年は、４月に新総合体育館

がオープンし、「松江市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・第１次総合戦略

」や中核市移行などの新たな施策が本格展開される年になることでしょう。

　一方、東出雲町を中心にしたことでは、消防東出雲出張所が廃止され４月か

ら八雲町の南部分署に統合されます。また８月には合併６年目を迎えます。この

ことから、平成２９年度から不均一課税の対象だった軽自動車税が松江市全体

の税率となり、市街化区域には都市計画税が新たに導入される予定です。

　さて、野々内は、日々の議会活動や行動をホームページやブログで、最新

の情報をお伝えしています。昨年１月からの総訪問者数は１万件を数え、現

在の総訪問者数は３万件を越えました。ぜひご覧ください。

　本年も大きな課題が既にいくつか予見できますが、市民の皆さ

んの幸せを求めて、提言や課題の解決のために、引き続き頑

張りたいと思います。お気軽にお声をお寄せください。

交通安全意識を高めようと挨拶

12月松江市議会

松江市総合計画条例や
補正予算を可決

　１２月１８日に１７日間の会期を終え
た松江市議会１２月定例会では、条例
案では松江市総合計画条例の制定、松
江市営駐車場条例の一部改正など１８
件、また市の施設の指定管理者制度の

更新・導入についての２２件も提案さ
れました。一方、補正予算での一般会
計は１６億４千万円余の増額補正で、
八幡町の鉄工団地用地の売却見込み
の増に伴う取得費や私立保育所運営
関連経費などが計上され、提出された
議案は全て可決･承認されました。な
お、補正予算中の市有地の売却に関す
る処置について、付帯決議案を多数決

で可決しました。
　また、議員提出議案として「児童虐待
の防止に向けた体制強化を求める意見
書について」と「ＴＰＰ協定交渉の大筋
合意に対する国内農林水産業への対
策強化を求める意見書について」を議
決しました。
(予算金額や提出議案の詳細は市ホー
ムページや市報等をご覧ください) 

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在65歳)出雲
郷小学校→東出雲中学校→島根県
立松江農林高校→東出雲町役場就
職(平成23年3月に町参事を最後に
退職)→平成23年8月松江市議会
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ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを

していきましょう。この度後援会だよりvol.18を発行いたし

ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

最近の活動から

　１１月１３日に、「第４５回松江市交通安全総決起大会」が
松江市総合福祉センターで、関係者約２００名を集めて開催
されました。
　松江市ではここ数年、交通事故の発生件数や傷者数は減
少傾向にあるものの、死者数の確実な減少には至らず、全死
亡者に占める高齢死者の割合も著しく高い水準で推移して
おり、憂慮すべき交通情勢が続いているということです。
野々内は、他の公務のために出席できなくなった議長の代わ
りに、来賓代表として挨拶をさせていただきました。
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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平成２８年も
皆さんの幸せを求めて

尾道市では水陸両用飛行機を視察

地域振興や地場産業振興を学習

　１月12日と13日は、所属会派の研修で、広島県尾道市と
愛媛県今治市を訪れました。今年４月から尾道市浦崎町を拠
点に遊覧飛行事業を開始する「株式会社せとうちSEA-
PLANES」を視察。また、愛媛県今治市役所では「今治タオ
ルプロジェクト」を研修しました。今治市の製造品出荷額は松
江市の約10倍、吸水性の独自の品質基準をクリアした商品
のみを認定するという今治タオルは今治市が誇る地場産業
です。地域振興や地場産業振興など新春にあたっての有意
義な勉強ができました。

福島県で震災被災地を訪問

　11月１９日と２０日の両日、福島市での「第１０回全国市
議会議長会研究フォーラムin福島」へ参加したあと、東日
本震災被災地の視察のため、南相馬市といわき市を訪
問。両市も、地震や津波、福島第１原子力発電所事故に
よって被災し、壊滅的な被害を受け、多くの犠牲者を出し
ました。
　除染作業が今も続く農地や、土地区画整理事業によっ
て整地・盛土作業が進んでいる現状を目の当たりにしまし
た。震災復興はまだまだ道半ばであり、国全体として被災
地を支えなければならないと強く感じました。

仮設の復興マーケット

ホームページ、
ブログはこちらから

後 援 会 だ よ り J a n u a r y
市交通安全総決起大会で祝辞



東出雲町の介護予防拠点施設・東出雲おちらと村

　

 

元
気
な
高
齢
者
を

　

 

増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

日
常
的
な
活
動
が
出
来
る
身

近
な
居
場
所
づ
く
り
の
仕
組
み

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か

 

　

介
護
保
険
制
度
は
、高
齢
者
数
と
要

介
護
者
数
の
増
大
に
よ
っ
て
、今
後
自

治
体
財
政
を
大
き
く
硬
直
化
さ
せ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
う
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、元
気
な
高
齢
者
を
増
や

し
、介
護
保
険
施
設
や
医
療
施
設
か
ら

遠
ざ
け
る
仕
組
み
が
今
こ
そ
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

介
護
予
防
は
習
慣
づ
け
る
毎
日
の
機
会

提
供
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。近
所
単
位

で
の
居
場
所
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
機
会
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

井
田
健
康
福
祉
部
長　

身
近
な
介
護
予

防
事
業「
な
ご
や
か
寄
り
合
い
事
業
」は
全

自
治
会
の
約
６
割
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
に
未
参
加
の
人
は
参
加
し

た
人
に
比
べ
て
２
年
後
に
要
介
護
度
が
悪

化
す
る
リ
ス
ク
が
2．4
倍
に
な
る
と
い
う
結

果
が
出
て
お
り
、介
護
予
防
に
非
常
に
有

効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
本
事
業
を
地
域
に
お
け
る
介
護

予
防
事
業
の
中
心
と
位
置
づ
け
、全
市
に
拡

大
を
図
り
さ
ら
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
身
近
で
日
常
的
な
活
動
と
な
る

よ
う
、開
催
回
数
や
場
所
の
増
加
な
ど
、き

め
細
や
か
な
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、委
託

実
施
の
介
護
予

防
事
業
は
、委
託

期
間
終
了
後
も

引
き
続
き
民
間

事
業
者
で
自
主

的
に
事
業
を
展

開
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

 

農
業
用
施
設
の
整
備

　

 

に
つ
い
て

　

多
面
的
な
農
業
用
水
確
保
の
支

援
を
行
い
、後
継
者
の
負
債
リ
ス

ク
を
減
ら
す
考
え
は
な
い
か
問
う

　

農
業
用
水
の
確
保
の
た
め
の
井
堰
の

多
く
は
、戦
後
間
も
な
く
に
出
来
た
も

の
で
、4
分
の
1
が
老
朽
化
し
て
い
る

現
状
で
す
。一
方
、後
継
者
対
策
や
農
家

負
担
を
考
え
る
と
、大
規
模
な
事
業
規

模
で
の
井
堰
の
更
新
は
困
難
な
状
況

で
、小
単
位
で
の
振
興
策
が
今
こ
そ
必

要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。井
堰
の
改

修
に
は
県
や
市
の
更
な
る
支
援
が
必
要

で
す
し
、汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
や
掘
り
ぬ

き
井
戸
に
よ
る
用
水
確
保
に
も
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
、多
面
的
な
支
援
が
必

要
で
す
。制
度
創
設
や
制
度
改
正
に
取

り
組
む
考
え
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

矢
野
産
業
観
光
部
長　

農
地
維
持
の
た

め
に
も
、１０
年

先
を
考
え
る

と
、農
地
の
持

続
的
な
活
用

を
今
後
も
続

け
て
、そ
こ
に

農
業
用
水
を

き
ち
ん
と
確
保
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と

思
って
い
ま
す
。今
後
、粘
り
強
く
地
元
説

明
会
を
行
っ
て
、理
解
を
得
な
が
ら
、先
を

見
据
え
た
水
田
経
営
を
に
ら
ん
で
対
策
を

一緒
に
な
って
考
え
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

 

公
民
館
と
地
方
創
生

　

 

に
つ
い
て

　

地
方
創
生
に
向
け
た
人
づ
く

り
の
中
核
を
公
民
館
が
担
う
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

本
市
の
公
民
館
の
拠
点
機
能
の

考
え
方
、東
出
雲
町
の
小
学
校
区

に
機
能
を
残
す
こ
と
を
問
う

　

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
で
、公
民
館

の
役
割
を
見
直
す
動
き
が
文
部
科
学

省
か
ら
出
て
い
る
一
方
で
、公
共
施
設

適
正
化
計
画
の
素
案
で
は
、東
出
雲
町

内
の
４
公
民
館
も
統
合
検
討
施
設
リ
ス

ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
創
に
も
通
じ
る
活
動
が
展
開
さ

れ
、地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
地
域
活
動

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
。平
成
１９

年
の
公
民
館
制
度
の
計
画
は
東
出
雲
町

の
合
併
前
で
あ
り
、計
画
の
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。公
民
館
と
い

う
名
前
は
と
も
か
く
機
能
は
必
要
で

す
。地
方
創
生
が
政
策
の
柱
と
な
る
中

で
、公
民
館
を
見
直
す
機
運
は
今
後
高

ま
る
と
推
測
し
ま
す
が
、本
市
の
公
民

館
の
拠
点
機
能
の
考
え
方
、ま
た
、東
出

雲
町
の
小
学
校
区
に
機
能
を
残
す
考
え

に
つ
い
て
、お
尋
ね
し
ま
す
。

清
水
教
育
長　

公
民
館
が
担
う
役
割
は

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。本
市
が
進
め
て
い
る
共
創
の
ま
ち

づ
く
り
や
、地
方
創
生
に
向
け
た
政
策
展

開
で
も
一翼
を
担
う
も
の
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

　

旧
東
出
雲
町
の
公
民
館
は
、１
館
体
制

と
公
設
自
主
運
営
方
式
への
移
行
を
進
め

た
い
と
思
って
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、地

元
の
皆
様
と
は
今
後
と
も
十
分
話
し
合
い

を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

河
川
の
浚
渫
に
つ
い
て

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、定
期
的
な
河
川
の
浚
渫
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
考
え
を
問
う

　

本
市
の
中
小
河
川
は
、豪
雨
の
際
は

急
激
に
水
か
さ
が
増
し
洪
水
の
危
険

が
迫
り
ま
す
が
、河
川
の
中
に
流
木
や

堆
積
土
砂
が
あ
れ
ば
危
険
が
増
幅
さ

れ
ま
す
。災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、定
期

的
な
河
川

の
浚
渫
が

必
要
だ
と

思
い
ま
す

が
、考
え

を
伺
い
ま

す
。

小
川
都
市
整
備
部
長　

市
管
理
の
河
川

は
、土
砂
の
堆
積
状
況
を
調
査
の
上
、必

要
に
応
じ
て
浚
渫
を
行
っ
て
い
ま
す
。県

管
理
河
川
に
は
以
前
か
ら
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、県
か
ら
は
、河
川
内
に
著

し
く
土
砂
が
堆
積
す
る
箇
所
、ま
た
は

背
後
地
に
家
屋
等
が
あ
り
出
水
に
よ
り

甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
か

ら
、予
算
の
範
囲
内
で
優
先
順
位
を
つ
け

て
実
施
を
し
て
い
る
と
の
回
答
を
受
け

て
い
ま
す
。引
き
続
き
県
に
対
し
て
要

望
を
行
う
考
え
で
す
。

　

 

松
江
市
の
観
光
戦
略

　

 

に
つ
い
て

　

好
機
を
逃
さ
ず
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
観
光
戦
略
を
立
て
る
べ

き
で
あ
る
が
、取
り
組
み
を
問
う

　

松
江
城
天
守
の
国
宝
化
に
よ
っ
て
全

国
的
に
本
市
へ
の
注
目
が
集
ま
り
、本

市
へ
の
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
、う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た

び
の
好
機
を
逃
さ
ず
、ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
積
極
的
に
媒
体
を
用
い
、来
訪

の
動
機
づ
く
り
な
ど
対
応
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、現
在
の
対
応
状
況
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

錦
織
観
光
事
業
部
長　

公
式
観
光
パ
ン

フ
レッ
ト
や
リ
ー
フ
レッ
ト
は
、国
宝
決
定
後

速
や
か
に
国
宝
化
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

も
の
に
刷
新
を
し
、観
光
施
設
等
に
配
布

し
て
い
ま
す
。旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
出
版

元
に
働
き
か
け
て
、国
宝
松
江
城
の
特
集

ペ
ー
ジ
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
番
組
や
旅
行

雑
誌
、専
門
誌
な
ど
へ
の
取
材
協
力
や
働

き
か
け
に
よ
り
7
月
以
降
の
観
光
客
の
増

加
に
つ
な
がっ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
も
観

2
月
議
会
予
定

24
日（
水
）

2
月

本
会
議（
会
期
の
決
定
、

委
員
長
報
告
・
質
疑
、

討
論
、採
決
、提
案
説
明
、

予
算
特
別
委
員
会
設
置
）、

予
算
特
別
委
員
会

1
日（
火
）

3
月

一
般
質
問

29
日（
月
）一
般
質
問

2
日（
水
）一
般
質
問
・
議
案
質
疑
・

委
員
会
付
託

3
日（
木
）予
算
特
別
委
員
会

24
日（
木
）本
会
議（
委
員
長
報
告
、

質
疑
・
討
論
・
採
決
）、閉
会

10
日（
木
）経
済
委
員
会
・

予
算
特
別
委
員
会

経
済
分
科
会

11
日（
金
）経
済
委
員
会
・
予
算
特
別

委
員
会
経
済
分
科
会
、

建
設
環
境
委
員
会
現
地
調
査

18
日（
金
）予
算
特
別
委
員
会

14
日（
月
）建
設
環
境
委
員
会
・

予
算
特
別
委
員
会

建
設
環
境
分
科
会

15
日（
火
）

4
日（
金
）総
務
委
員
会
・
予
算
特
別

委
員
会
総
務
分
科
会

7
日（
月
）

8
日（
火
）教
育
民
生
委
員
会・

予
算
特
別
委
員
会

教
育
民
生
分
科
会

9
日（
水
）

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

野
々
内
は
、１２
月
定
例
市
議
会
で

も
連
続
１７
回
目
の一
般
質
問
を
行
な

い
ま
し
た
。

一
般
質
問

Q

Q

Q

Q

Q

老朽化が進む井堰
（東出雲町内の意宇川）

意東川も浚渫が必要

国宝となった松江城天守

い
せ
き


